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二
月
十
一
日
恒
例
の
肱
川
町
消
防
団
"

出
初
式
が
肱
川
中
学
校
々
庭
に
て
挙
行
[

．
さ
れ
ま
し
た
。

i

当
日
は
厳
翅
で
は
あ
り
よ
し
た
が
か
~

ら
り
と
は
れ
た
日
本
賭
の
よ
い
天
気
に
~

め
ぐ
ま
れ
、
県
知
事
代
理
を
は
じ
め
、
~

大
洲
警
察
署
長
、
県
議
会
議
員
近
隣
市
i

町
村
消
防
団
長
、
主
任
、
町
議
会
議
員
、
i

後
援
会
長
等
の
参
列
の
も
と
に
団
員
二
~

囮
二
名
の
姿
勢
、
服
装
、
機
械
器
具
の

i

点
検
、
ポ
ン
プ
、
は
し
ご
操
法
、
部
隊
[

訓
練
、
分
列
行
進
、
一
斉
放
水
等
勇
壮
[

活
発
な
る
活
動
を
終
り
表
彰
式
に
う
つ
~
;
0

町
長
表
彰

っ
た
。尚
本
年
Q

被

表

彰

団
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個
人
可
屎
民
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
て
に
ク
。

全

固

春
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八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で

ク

（
広
常
）

甲
告
喜
用
紙
や
、
記
載
の
し
か
た
．
と
納
付
も
三
月
十
五
日
が
期
限
で
す
。
一

る
説
明
暑
は
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
盃
中
告
書
を
書
く
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

記
付
し
ま
す
か
ら
、
＇
よ
く
読
ん
で
、
わ
五
盆
認
有
か
ら
配
ら
れ
て
い
る
「
所
得
税

か
り
に
く
い
点
は
税
務
課
へ
き
い
て
く
パ
の
確
定
申
告
揖
の
手
引
」
や
「
賠
与
税

亙
さ
い
。
そ
し
て
、
正
し
い
甲
告
嚇
を
、
〔
の
申
告
の
し
か
た
」
な
ど
を
よ
く
読
ん
＿

、
わ
か
ら
な
い
点
は
税
務
署
で
相
談
一

昭
和
四
十
｛
ハ
／
工
罠
個
人
町
但
雀
五
い
の
~
四
和
四
十
六
年
一
月
一
日
汀
在
｀
．
、
肱
五
吋
限
注
で
に
忘
れ
ず
部
落
長
さ
ん
を
通
・
で

円
・
｛9●
を
し
〗
じ
た
元
（
時
期
が
吐
い
リ
・
川
町
応
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
で
、
・
じ
て
提
出
し
て
く
定
．
＼
こ
い
。
し
て
下
芯
い
。
一

事
莱
税
匹
つ
い
て
忍
、
該
当
者
に
は
、
一

注
し
た
（
甲
告
竺
阪
は
、
三
月
十
五
日
い
い
昭
和
囮
十
五
年
中
Q

各
種
所
朽
血
・
¥

r

,

0

罰
定
資
荏
税
門
説
台
り
ら
縦
覧
に
只
事
務
所
か
ら
通
知
が
あ
り
主
、
す
の
で
、
＇

で
、
コ
か
い
一
、
瞑
呈
者
は
叫
以
ま
で
紅
必
順
¢
へ

'"tt飴
か
、
三
F

臼

を

こ
J

し
ん
る
ノ

間
限
ま
で
に
必
ず
甲
告
す
る
よ
う
に
し
一

す

弔

告

霧

を

院

出

し

て

く

だ

さ

い

。

切

詔

ぎ

9ー
咀
け
の
み
の
人
で
、
町
長
に
二
つ
い
て

二
L

下
さ
い
。

も
し
、
提
出
さ
れ
、
な
い
揚
合
や
、
騒

[
3
↓
●
与
支
払
報
告
ぞ
が
提
山
い

3

れ
て
い
る
ぃ

臼
伍
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
~
昭
和
四
十
六
年
度
の
課
税
に
か

A

る
．

A｀
ぽ
一
5
、
税
往
街
、
県
事
諮
署
で
は
ヘ
―

出
さ
れ
た
甲
告
書
に
不
正
が
ぬ
み
二
璽
，
｛
；
人
は
、

け
[
四
定
資
産
税
諜
税
台
帳
を
ヽ
左
記
の
通
甲
告
書
の
謳
i

き
方
‘
納
税
の
力
法
な
ど
一

に
は
、
所
判
控
r
砂
が
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
ふ
か
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申
告
し
な

り
関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
．
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
た
め
、
係
Q

異
誡
甲
立
が
で
き
な
い
等
、
納
屈
学
か
・
れ
ば
ま
り
立
せ
ん
。

不
利

Vc
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
イ
給
与
所
得
の
既
か
に
、
此
業
、

4

縦
覧
期
間
昭
和
四
十
六
年
三
も
の
が
、
あ
ら
か
じ
め
日
時
場
所
を
予
一

月
一
日
よ
り
同
月
二
十
日
ま
で
定
し
た
案
内
状
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
―

よ
く
庄
意
を
し
て
、
正
し
い
申
告
式
を
、
i

悦
契
、
家
賃
等
、
所
得
が
あ
る
人
。
●

い
ま
す
。
案
内
状
を
も
ら
っ
た
人

必
ず
時
限
ま
で
に
提
出
い
た
し
ま
し
ょ
．
口
雑
損
控
除
や
、
医
療
費
控
除
を
乙
縦
覧
場
所
肱
川
町
役
場
税
務
．
し
て

は
、
ぜ
ひ
こ
の
日
時
を
利
用
し
て
く
だ
＿

う
。
~
受
け
よ
う
と
す
る
人
。
．
諜

]
さ
い
。

:' 

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ー

な

い

提

出

す

る

人

は

、

除

、

か

れ

注

す

。

0

国

税

、

県

税

の

申

告

に

つ

い

て

/

[

り

A

内
し
、
〗
゜
人

'
f

人

-
2

申

告

の

し

か

た

一

所

得

税

、

賠

与

税

、

事

栗

税

の

申

告

人

贔

℃ん。

痒
竺
平
人
が
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
送
釜
；
＼
と
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

人
権
擁
護
委
員

．
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
：
し
か
し
今
度
、
特
別
の
取
扱
が
で
き
ま

し
た
。
時
効
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料

な
っ
て
い
る
過
去
の
採
険
料
が
四
十
七
＂

◎
保
映
料
は
、
期
限
内
に
納
め
な
い
と

未

納

者

の

か

た

へ

損

。

年

（

来

年

の

）

六

月

末

日

ま

で

に

限

っ

に

つ

い

て

お

知

ら

せ

・
不
幸
化
し
て
万
l

交
通
事
故
に
あ
っ
て
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
・

去
る
二
月
一
日
付
で
、
法
務
大
臣
よ

た
り
、
そ
の
他
、
ケ
ガ
を
し
た
り
、
一
玉
坦
去
に
未
納
の
あ
る
人
は
は
や
く
納
め
・
;
り
次
の
方
が
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
に

家
の
柱
と
＄
い
う
べ
き
主
人
が
な
く
な
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
は
、
納
期
眼
ま
で
に
か
な
ら
．

~
 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

．
◎
老
令
年
並
は
一
定
期
間
以
上
納
め
て
・

]
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
障
害
年
金
や
母
~

ず
納
付
。

肱
川
町
で
は
、
部
落
を
通
し
て
毎
日
ュ
子
年
並
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
~
[
公
務
員
に
よ
る
不
当
な
圧
迫
ヽ
村
八

介
、
強
制
圧
迫
、
差
別
待
遇
、
名
誉
信

•
な
い
と
年
金
が
心
ら
え
な
い
。

納

付

し

て

ぷ

ら

っ

て

い

ま

す

が

、

国

民

；

二

す

。

．

i

国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
、
一
定
の
・
用
侵
害
、
借
地
、
借
家
問
題
、
家
庭
間

年
金
保
険
科
は
、
納
期
限
と
い
う
も
の
一
せ
っ
か
く
国
民
年
釜
に
加
人
し
て
い

が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
図
、
五
、
六
：
る
の
で
す
か
ら
、
も
し
事
故
の
お
き
た
五
叩
付
期
間
（
免
険
さ
れ
て
い
る
人
は
未
贔
早
な
ど
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人
、

~
と
き
侭
年
金
が
う
け
ら
れ
な
い
と
い
う
羞
m
に
は
な
ら
な
い
）
が
必
要
で
す
か
ら
玉
四
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

月
分
の
保
険
科
は
七
月
末
日
ま
で
と
い

う
よ
う
に
、
毎
年
、
七
月
、
十
月
、
一
•
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
必
ず
納
[
-
ヶ
月
で
も
未
納
月
が
あ
る
と
老
令
年
玉
こ
す
か
ら
、
遠
慰
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

月
、
四
月
、
と
各
月
が
前
三
ヶ
月
の
納
五
密
眠
ま
で
に
納
め
て
お
か
な
い
と
損
を
｛
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

く
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
四
月
玉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

[

9
っ
か
り
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
．

已

か
ら
、
今
年
の
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
~
ふ
か
も
う
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。
一

―-l-n 

[
い
ま
ま
で
の
保
険
料
に
つ
い
て
わ
か
~

《
◎
国
民
年
金
に
は
時
効
が
あ
る
。
[

は
四
月
の
末
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
』

証
川
町
大
谷

い
。
~
納
付
し
な
い
ま

A

二
年
た
っ
と
、
時
；
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
役
場
の
年
金

も
し
そ
れ
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
直
効
に
な
り
、
あ
と
か
ら
い
く
ら
納
め
た
．
係
ま
で
お
と
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

,＇、＂肖

都

谷

文

雄

（
五
十
八
オ
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す
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ボ
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ン

一
五
世
帯
一
＼
ヽ
ノ
「

人
院
人
所
者

七
人二
七
、

1
0
0円

歳末たすけ合し

昨年

も
に

二
一世
帯

さ
ん
の
こ
尽
力
に
よ

る
も

0
円
合
計
六
一

八
三
円
に
達
し

月

に

合

う

民

員

会

でい
、
左

届
‘
す
を
し
た
。

る好成績で配分を終る

A

、
B

、
0

査尿
検
査
、
蛋
白
、
閉

血
圧
測
定

ヽ

＂き

且

h
君
l

．
．
 

.

8

 ゜

.

C

 

・
レ
＞

雀

~
9

坂

[
る
こ
と
。

，
 

け

て

＂

叫

定

検

診

う

。

い

あ

な

た

冷

い

て

い

ま

す

気

づ

か

ぬ
う
ち
に
。

方
し
ま
し
ょ
う

r
<

．J 

お

父

さ

ん

納

税

ん

の

し
ら
せ

僕

の

家

時
時

l
三
時
。

会
二
階

一
ヶ
月
か
ら
十

月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
。

そ
Q

二、

ケ

肱川 木材相場表

長 さl末噂すぎぴ譴Iまつ
7碑l9797

4.om 8上 64 11 66 

l 112111 571 99 
4.2 加 16111 571 90 

30111 64)125 

3.o m 7下 61I 61 

i I 8上 49 49 
3.2, ml 13111 601120 
16111 541 90 

7 下 29 29 

8上 251 2 5 

16111 301 32 

30 !I 4 0 -
i.o m1  2上 I5 I 20 
6.o m 1 3上 681130
6硯以上足場 1r叫rcっ
本は，

l 
2.1 加

1.5加～ 2`  1 m 

末口 6虚上

4212 5円00銭

52 

2. lれ

末口 l4虚上

3 0円～85円

ししヽたけ相場

県森連椎茸共販売所化於ける相場

1. 人札の月日 S 4 6. l. 2 7 

2. 価，格 高値 4,2 9 Q.円

2,985円

冬盛； 2.60 0円
1. 5 1 0円

ると

る。しか

終始し，大葉，ウス物，ジャミ

七口 3、30 0,.,.__, 3, 6 0 0円

大葉 3,000円中心

中肉系 2, 9 0 0,_, 3, 1 0 0円

ドンコ 2, 4 0 0'':-" 2, 7 0 0円

下物 2,400円中心

ジャミ 2,000円中心

次回市 2月l7日 3月6日

5日前位に出荷し‘t下さい。

でラ“O

にプレーキがかかり出し，

0 0 0円中心相場で



2. 

イ口〈
被
覆
物
利
用

ニ

ハ

ウ

ス

ホ
倒
楕
の
ま
A

の
生
産
：
•
•
こ

れ
は
品
質
は
良
く
な
い
と
し
て

も
場
合
に
よ
り
や
む
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
。

ヘ

イ

l
ホ
の

し
ょ
う
。

イ口
ハ

ウ

ス

3

寒
害
対
策
：
：
•
発
茸
悛
急
紀
酷

寒

に

あ

う

と

茸

の

が

止

ま

る

の

で

ピ

ニ

ー

ル

っ

て

発

育

を
計
る
。

4i 

:
 ．
． 
楕
場
の
周
囲
に

け
の
垣
を
つ
く
る
。

二
、
乾
燥

．．．． 
艮
い
椎
茸
を
適
期
に
採

取
し
て
も
乾
燥
が
適
正
で
な
い
と
品

質
は
艮
く
な
り
ま
せ
ん
。
品
質
向
上

の
た
め
に
は
①
採
取
後
出
来
る
だ

け
早
く
乾
燥
に
か
か
る
こ
と
②
適

正
な
調
節
で
早
く
排
湿
が
出
来
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
復
習
的
な
事

で
す
が
次
の
事
項
を
参
考
と
し
て
乾

燥
し
て
下
さ
い
。
尚
乾
燥
は
火
力
を

用
い
ま
す
の
で
如
何
な
る
形
式
の
乾

も

七
{

．．亀，．．．，．．書 9 峯 9 ≫ ̀ ．．．、．．．．．，、,．．．．．．..........................................................................

一
、
自
然
条
件
を
克
服
し
て
の
椎
茸
つ

く
り
・
・
・
、
前
回
ま
で
の
四
回
に
亘
り

血
い
て
説
~

l
 明

ー

よ

う

に

-

気

釦

き

ま

す

[

と

つ

く

り

」

-

を

吉

り

ま

す

。

[

竺

ヵ

下

さ

[

い。
ー

カワヲ
わとる
ず乾は温゜
か燥絶度
に仕対を
上

よ痕り物
つがはで
つ柄あ変
くのる化
程つ゜さ
展けせ
°根る
にこ

..........・・・・9●ヽ● ●,..,.、・賣•.............................................・．．．、....拿．................

艮
指
導
員

な

る

の

で

れ

ぞ

れ
の
機
械
に
な
れ
、
使
い
人
れ
る

こ

と

が

で

あ

る

。

う。

ル

日

和

子

は

七

時

雨

子

は

九

間

で

五

十

炭

位

ま

で

六
十
度
位
で

、1‘

か

ん

ど

こ

ろ

五
、r1,

エ
ピ
ラ
に
並
ぺ
る
に
は

し
て
一
枚
並
べ
と
す
る
。

さ
に
分
類
し

し
い
た
け

の

燥
施
設
も
常
に
火
災
予
防
に
留
意
し
、

ら
な
い
よ
う
御
願
い

共

済

に

4
 
6
 
3
 

給 （
 

ヽ

ー

J

日

曜

日

1

月
＿
2
火一

3

水

”‘ 

焼 き

ン

立

そ

生乳

名

ば

品

でんぷん・しぼう

働く力や体温侭なる

は油

ぜんざ

くだ心の

好き焼き風煮

ひしもち

ゆでたまご

みそ汁

カレーシチュこ

ぷどうバン

きつねうどん

い 小麦粉 白玉粉 さとう

し
て
乾
＂

る
ま
で
に
機
内
温
を
五
十

i

度
位
ま
で
予
め
空
だ
き
し
て
湿
め
事

て
お
く
。

-
乾
燥
開
始
時
の
温
度
は
雨
子
＿
―
―

十
五
度
日
和
子
四
十
度
位
と
す
る
。

（
排
湿
効
力
強
く
日
和
子
の
場
合

五
十
度
位
で
も
よ
い
）

ホ
椎
茸
を
並
ぺ
た
エ
ピ
ラ
は
下
か

ら
不
艮
品
、
大
葉
、
中
葉
、
小
葉

冬
殆
の
順
に
か
け
る
。

ヘ
熱
源
か
ら
一
番
エ
ピ
ラ
の
間
隔

は
四
十

i
六
十
糎
位
と
す
る
。

卜
熱
源
と
エ
ピ
ラ
の
間
に
金
網
又

は
調
熱
板
を
苓
き
火
災
予
防
を
計

る。

チ
温
度
調
如

辺
で
あ
る
。

リ

番
エ
ピ
ラ

ら
五

l
六

人
り
し
な
い
こ
と
。

ヌ

七

l
八
時
間
で
エ
ピ
ラ
差
し
か

え

、

ム

ロ

人

れ

を

あずき

品

たんばく

血や肉や骨になる

豚肉 ちくわ

立

イ
柄
ロ

”て
並
ぺ
る
。

ノヽ

みどり

かいぶん・ピクミン

よくする

たまねぎ．キャベッ

し
ま
す
。

4

木一

5

金

じゃがいも

マロニー

こんにゃく 油

さとう ひしもち

じゃがいも

加

入

し・‘

じゃがいも

うどん

マカロニ

マロニー さとう

12

金
一
1
5
月＿

16
火

イ.‘
 ノンl

 ム
み
一
中

l 

かき揚げ

カレースープ

牛肉

たまご

みそ

豚肉

にんじん

ねぎ

くだもの

にんじん

粉チーズ 脱脂粉乳

ちくわ

にんじん

にんじん

レーズン

たまねぎ

にんじん

たまねぎ

しいたけ

白菜

ねぎ

じゃがいも

マヨネーズ

じゃがいも

マカロニ

さとう

じゃがい

油

油

ムーンバイ

マカロニ

スモークミート

ひじき

豚肉 棟こ

粉チーズ

粉チーズ

かま院こ

みそ

てんぷら

脱脂粉乳

肱川町学校給食センクー
~ l ~ 

熱量叫

たんばく質 9 

口8 o 3 I 1,028 3 3. 1 
1,073 

3 4.4 

8 8 0 

わかめ

ねぎ

ねぎ

にんじんたまねぎキャベッ

みかん（缶

にんじん グリンピース

にんじん

にんじん

白菜

もやし

ミックス野菜 にんじん

キャベッ．たまねぎ ねぎ

にんじんたまねぎ レーズン

グリンピース

わかめ

8

3

4

6

 

二
5

6

9

2

8

2

6

 
2 4.5 

7 8 O 

3 5. 8 

7 4 2 

2 3.9 

6 0 3 

2 5.1 

6 8 8 

2 9.0 

8 5 0 

2 b.5 

6 7 4 

2ふ4

3 1. 3 

し

ま

し

17

水＿

18
」

□国
」
こ
22
月＿

23

火

ホワイトシチ

ぷどうバン

おでん風煮

あべ川もち

みそ汁

スパゲッティのミートソ

ース

じゃがいものこまみそ和

ぇ

〇

じゃがい忠

じゃがい

白玉もら

スバゲッ

さとう

ィ

マカ

油

二 粉チーズ

ち〈わ みそ

ねぎ

ねぎ

わかめ 7 8 9 

21.2 

850 

2 6.7 

7 7 6 

2 7.5 

9 0,7 

3 8. 5 

9 l 7 

8 0.1 

8 3 8 1 
l 

2 7.8 

8 8 0 

3 7. 9 

1,047 

3 2贔 6

8 5 2 

3 4, l 

9 5 2 

3 4.l 

1.012 

3 4、8

9 4 4 

3 5,2 

ょ

A

つ`
 。

＂と）

にんじん 臼菜

にんじん

グリンピース

にんじん

グリンピース

わかめ ねぎ

たまねぎキャベッ

トマトケチャップ

キャベッ

6 5 5 

2 5.3 

9 4 3 

3 4.9 

7 2 4 
l 

I 2 4.6 

7 6 9 

2 5.3 

8 3 5 

3 & 5 

1,202 

4 3.6 

9 1 4 

3 1; 3 

9 8 l 

3 3.〇

ることがあります。



．
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
乳
牛
に
と
っ
て
＂

」
灰
分
を
含
ん
だ
工
サ
を
食
わ
せ
な
け
れ

五
困
っ
た
こ
と
で
乳
量
は
工
サ
の
割
合
i

直
な
り
ま
せ
ん
。

、
フ
こ
匹
で
な
く
な
る
し
、
卵
巣
の
働
き
は
墨

誓
通
使
う
エ
サ
、
ワ
ラ
、
米
ヌ
カ

~
三
月
二
日

こ
＾
マ
、
ム
ギ
、
ダ
イ
ズ
粕
、
濃
厚
飼
料
：
く
な
り
、
石
灰
不
足
と
あ
い
ま
っ
て
、
[

ウ

腿

に

融

[

-

l

一
月
囮
日
・

」
発
情
が
弱
く
な
っ
た
り
卵
果
ノ

・
サ
ッ
マ
イ
モ
、
根
菜
類
に
は
石
灰
が
い
｀

の
皆
様
に
は
農
協
貯
金
に
つ
＇
＂
ぃ
―
―
一
月
．
六
日

•
な
っ
た
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
発
情
の
弱
〗

五
っ
て
少
な
い
の
で
、
し
た
が
っ
て
｀
量

．
こ
う
い
う
エ
サ
だ
け
食
わ
せ
て
い
る
と
い
牛
や
卵
巣
ノ
ウ
腫
の
牛
の
エ
サ
の
配
い
て
、
い
つ
も
御
協
力
を
い
た
だ
き
感
三
月
九
日

后
灰
不
足
に
な
っ
て
き
ま
す0
石
灰
不
・
：
合
は
ク
ン
パ
ク
質
の
多
い
工
サ
を
ふ
や
~
謝
を
申
上
げ
て
居
り
ま
す

0
[

、
三
月
―
一
日

ロ
ロ
'
/
/
/
/
[
[
[
／
〗
[
/
/
[
[
[
/
/
/
〗
口

L
[
／
〗
[
/
〗
[
/
[
の
/
/
／
て

〗
〗0[
[
〗
〗
〗
訓
〗
叫
〗
(
[
口
[
[
ロ
ロ
〗
〗

□冒
〗
〗
叫
[
〗
/
の
ロ

そ
れ
よ
り
目
家
療
法
を
考
え
よ
う
で
は
，

る
。
ビ
ク
、
ヽ
ヽ
ン
A
の
不
足
を
す
れ
ば
卵
：
ま
す
。

日
す
れ
は
、
ぴ
っ
た
り
と
と
ま
る
の
が
．

地
方
農
政
局
長
会
議
開
く

•
あ
り
ま
せ
ん
か
。

普
通
な
の
に
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
陰
部
〗
巣
の
鉱
き
が
悪
く
な
る
こ
と
は
分
っ
て
[
炭
酸
石
灰
を
濃
厚
飼
料
に
混
ぜ
る
場
~

．
農
林
省
は
一
月
二
二
、
三
l

一
の
両
日

は
ゆ
る
み
ば
な
し
、
粘
液
も
だ
し
つ
づ
•
い
る
か
ら
青
草
、
青
刈
作
物
な
ど
ビ
ク
．
合
、
粗
飼
料
が
ワ
ラ
の
時
、
濃
厚
飼
料
｀
ー
ー

雌
方
農
政
局
長
会
議
を
開
い
た
。
第
一

春

夏

期

生

活

資

材

は

共

同

購

入

で

日

目

は

、

本

省

各

局

長

か

ら

四

六

年

度

け
と
い
う
ふ
う
で
、
い
つ
が
発
情
の
お
ミ
ン
を
豊
富
に
含
ん
だ
エ
サ
を
充
分
に
i

l

升
匹
つ
き
サ
カ
ズ
キ
ニ
杯
が
標
準
で
[

わ
り
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
[
与
ぇ
る
O

一t

予
算
等
匹
つ
い
て
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

n
 

で
す
。
つ
ま
り
き
ち
ん
と
二
十
一
日
毎
~
•
石
灰
分
の
不
足
は
卵
巣
の
働
き
を
悪
[
エ
サ
の
配
合
ヽ
工
サ
の
栄
養
価
の
う
[

第
二
日
目
は
農
林
大
臣
の
訓

購

買

音

に
き
た
発
情
が
狂
っ
て
く
る
の
で
す
。

9
く
す
る
か
ら
、
石
灰
分
を
多
く
与
え
る
・
ち
ク
ン
パ
ク
質
は
筋
肉
、
内
臓
、
神
経
〗只
今
農
協
で
は
婦
人
部
の
協
力
を
得
．
同
購
入
を
是
非
御
利
用
下
さ
い
。
●
続
き
、
各
地
方
農
政
局
長
姦

・
皮
、
毛
な
ど
大
事
な
機
関
を
つ
く
る
の
[

こ
う
い
う
状
態
が
つ
づ
く
う
ち
匹
次
第
，
た
め
に
も
、
宥
草
類
を
充
分
に
与
え
、
ぃ

忠
の
だ
し
、
牛

]
L
、

春

夏

助

の

生

活

資

材

の

う

ち

、

重

[

泣

道

開

発

局

次

長

か

ら

ヽ

そ

れ

~
妬
な
く
て
は
な
ら
な
い

に
強
い
発
情
が
こ
な
く
な
り
、
だ
ん
だ
．
な
お
磯
厚
飼
料
忙
は
炭
酸
石
灰
(
i
1

口．

て
い
る
成
分
二
点
推
進
品
目
を
選
ん
で
共
同
購
入
計
画
~
耕
土
培
養
資
材
の
施
肥
を
し
て
下
さ
ら
の
当
面
も
る
農
業
情
勢

：
イ
カ
ル
）
を
必
ず
ま
ぜ
る
。
＂
乳
の
中
に
も
沢
山
含
ま
れ

ん
発
情
の
徴
候
が
み
え
な
く
な
り
、
そ
．

で
す
。
ク
ン
パ
ク
質
が
少
な
く
て
デ
ン
：
を
た
て
、
数
量
の
取
纏
を
行
な
っ
て
よ
~
い

0

米
の
生
産
調
整
の
問
題
の
中
で
と
が
行
な
わ
れ
た
。

・
・
エ
サ
の
配
合
が
悪
く
て
、
ク
ン
パ
ク
[

し
て
最
後
に
は
ま
っ
た
く
発
情
し
な
く
[

．
り
ま
す
°
今
回
の
推
進
品
目
は
食
品
で

□沿
す
る
と
生
産
意
欲
が
失
わ
れ
勝
ち
で
四

[
質
が
不
足
し
、
デ
ン
プ
ン
質
が
多
す
ぎ
」
プ
ン
質
の
多
い
工
サ
を
い
つ
も
や
っ
て
｀

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

レ
ト
〈
い
~
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
匠
こ
そ
良
質
の

ノ

r

乳
牛
は
次
第
に
ア
プ
ラ
ぶ
と
；
衷
油
、
麺
類
、
酪
連
ョ
ー
グ

る
と
卵
巣
の
働
き
を
悪
く
す
る
か
ら
ク
~
い
る
と

卵
果
の
働
き
の
に
ぶ
い
牛
（
発
情
の
弱
i

い
牛
）
ち
ょ
っ
と
卵
巣
ノ
ウ
肋
の
牛
と
~
ン
パ
ク
質
の
多
い
工
サ
を
与
え
、
デ
ン
丁

9
匠
な
っ
て
き
ま
す

Q

テ
ン
プ
ン
価
は
[
の
＝
否
‘
酪
連
サ
イ
ダ
l
‘
日
用
品
で
米
を
よ
り
多

v

作
ら
ね
ぱ
な
り
ま
せ

す
く
み
あ
い
~
そ
の
た
め
忙
忍
土
壊
改
こ

で
使
い
き
れ
な
い
は
農
薬
の
よ
ど
れ
を
お
と

レ
ギ
ー
の
沿
と

似
て
い
ま
す
0

例
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樹

, 4 1万6,200ヘククールで前年妬比べて3,40 0ヘククー）レ増加したが ，増加の程度は前年よりさらに低下

したo栽培面積の壻加した主な果樹は，みかん ，その他のかんきつ類， 9めおよひくりなどであるがりいずれも前年の伸びを下回った。
減少した主な呆樹は，なつみかん，りんこ＼ももおよびかきなどであり，なつみかんを除きいずれ・い前年匠引き続いて減少したo
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樹

(8月1日現在）は，最近かんきつ類の伸びなやみから，全体の培加傾向

しく低下して澁り，本年の増加面積は前年の約半分の3,400ヘククールにとどまったo

(2) 果樹種類月I」にみると，栽培面積の増加したもむけ，みかん，ネーブJレオレンジ，その他の

かんきつ類；おうとう，うめおよびくりで，減少したものは，なつみかん g りんご，面洋な

し，もも，びわおよびかき等で，ぶどうと日本なしは前年と変わらなかった0 .' 

'' (3) 成園，禾敗園別にみると成園面積は各呆樹の栽培面積の動きと同様の傾向を示しているか，

， 未成園面積は最近の新植の伸びなやみを反映して殆どの果樹が前年に比べて減少を示しで位ゎ

(4) みかんは前年口lき続き 4,400ヘククール増加して16万3,009:合ククールとなつたか，増加の
程度は前年をかなり下回ったo近年，みかんの増加は九州地方戸で全国の増加面積の約半分を

占める著しい伸びを示していたが．最近の需給事情を反映して新樟面積が急激に減少してい

る。（第2表参照）

(5) りんごの栽培面積は5万9,6O 0ヘ
ククールで前年に引き続いて1,6 0 0 

ヘククール減少した。これは，近年の

りんご価格の低迷から全国的匠廃園が

行なわれているためであるが，反面，

しているのは

りかえによる改植が増加

しているためとみられる。

(6) その他，前年まで増加していたなつ

みかんは，わずかなから減少に転じ，

ぶどうは増加はみられなかったが，

と栗は依然として増加を続けている。

じ）

1図
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主要果樹栽培面秩の動き
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主要果樹新植面積の推移（全国）

訟

作 物 昭 4O 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 

みかん 11,700 1 0,'1 0 0 10,900 '9,2 7 0 6,960 4,84 0 
なつみかん 9 8 5 1, 1 5 0 1,140 7 3 6 8 4 0 4 6 5 

り んこ 9 9 0 7 4 5 5 5 3 4 3 8 5 4 5 8 1 0 

ぶ ど う 1, 1 3 0 7 8 2 6 7 2 6 6 0 8 7 3 7 5 3 

＇ 
め 1,360 1, 4 9 0 1, 35 0 0 8 6 2 7 0 1 5 2 2 

＜ り 3, 3 1 0 2, 5 6 0 1, 1 0 2,840 2,040 2, 2 1 0 



I 

’’ I, 

j ; s : 

知っているとトク

： 古米をおいしく炊〈法 i 
..． ’9,．，．．， 9,.., 

9 9 ・ヽ,・ •, 9 9 9 9.  

新米と遮うて古米はポソポソし

ていてなかたか均いしく炊けませ

んが，古米でも簡単にふっくらと

おいしく炊く法があります。

炊く時V('お米の水の中にゴマ

油を2~3滴落すだけで，古い姦

米でも上手に飲け，おいしくいた

だけますo

： とげつかない

イリクマゴ調理法 ； 
..ヽ・ ・・

子どもは忍ちるん大人に忠喜ば

れ，また簡単な森料理，と言えは

タマゴを使った姦料理ですo たか

でもいりクマゴは簡単ですがりこ

げついてしま 9と，鍋のあと始末

が大変oそれを防ぐには鍋に油を
彎● 0 

ひき、，水を足してゆるめにする代

わりにサラダ油かゴマ油を少しい

れると匂いもなく•鍋してつくこと
もありません。
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統 計 （世界のバナナ：輸出・・輸入）

1． バナナの主要国匠姦ける輸出量、 （単位：百万ぷンド）

l 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 6 9 

中央アメリカ

コ ス ク リ 力 6 9 8 7 9 1 8 1 8 1, 2 2 0 1, 5 2 5 

仏領ガ灰）レープ島 1 7 2 2 0 3 1 7 6 2 3 2 224 

ガ テ マ ラ 7 5 1 3 8 2 1 0 2 5 4 - 3 2 6 

ホ ン ジ ユ ラ ス 1,238 1, 7 1 0 1, 8 8 2 1, 9 9 4 1,844 

ジ ヤ マ イ 力 4 4 7 4 4 9 426 3 4 4 3 4 4 

仏領マルチニック島 3 9 2 4 5 7 4 2 5 4 3 5 3 8 2 
ノ‘ ナ マ 7 3 8 8 4 9 8 9 3 1, 1 9 3 1,298 

ウインドワード諸島 3 9 8 3 8 5 3 7 8 3 9 8 4 4 8 

合計 （その他を含む） 4, 3 1 0 5, 0 6 4 5, 3 1 :; 6, 1 9 6 6, 4 6 7, 
南アメリカ

プ ラ ジ Jレ 4 7 6 4 5 2 3 7 7 3 5 3 3 5 9 

コ 口 ン ピ ア 6 2 7 6 8 5 7 1 8 6 4 9 6 5 6 

工 ク ア ド Jレ 2,645 2, 7 8 8 2, 7 8 4 2,759 2, 6 3 1 

メ口 酎 3,748 3,9 2 5 3, 8 7 9 3, 7 6 1 3,646 

アフリカ

力 メ Jレ ． ン 1 5 2 1 0 ::l 1 0 7 9 9 1 0 6 

力 ナ リ ア諸島 2 2 5 1 9 7 1 l 5 9 3 7 7 

象 牙 海 岸 2 8 3 2 9 0 3 1 4 3 2 5 2 8 2 

ソ マ リ 共和国 2 1 9 ~ 0 7 1 8 1 1 8 7 2 0 8 

合計 （その他を含む） 9 8 9 
＼ 8 9 4 8 3 2 8 1 8 7 5 7 

ア ジア

台 湾 7 0 2 7 6 1 6 4 2 7 5 1 8 0 2 

合計（レパノンを含む） 7 2 2 7 8 4 8 6 4 7 6 6 8 1 7 

オセアニア

メに 計 6 2 4 8 5 6 4 5 4 4 

主要国餘計 9,831 10,715 1 0, 9 4 3 1 1, 5_ 8 6 11,730 

2 バナナの主要国における輸入絨 （単位：百万ポンド）

1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 6 9 
北アメリカ

力 ナ ダ 3 6 8 3 8 6 4 0 1 4 2 8 4 2 5 

米 固 3, 4 5 1 3,566 3,605 3, 6 7 6 3, 5 9 7 

合 酎 3,819 3,9 5 2 4,006 4, 1 0 4 4,022 

ヨーロッパ

オース トラリア 1 0 5 1 2 5 1 2 3 1 3 0 1 3 1 

ベルギー。ルクセンブルグ 1 5 2 1 7 0 1 6 9 1 7 1 1 6 3 

フ ラ ン ス 8 6 9 1, 0 1 3 9 7 8 9 4 9 9 9 0 

西 ド イ ツ ・1, 2 8 2 1, 3 2 7 1,370 1, 2 3 6 1, 1 9 5 

イ ク リ ア 6 9 8 
i 

7 1 1 7 0 2 7 1 6 7 0 3' 

オ ラ ン 灰 1 7 9 2 1 9 2 2 1 2 1 4 1 9 5 

ス ウ＇工 - 3 •テ ン 1 1 8 1 2 6 1 4 6 1 6 3 1 5 7 

ス イ ス 1 2 3 1 3 4 1 3 1 1 3 1 1 3 4 

英 匡！ 8 2 8 8 1 1 7 7 8 7 5 5 7 8 7 

合計 （その他を含む） 4, 5 7 3 4,872 4, 8 7 6 4, 7 1 3 4, 7 1 5 

南アメリカ

アルゼ ン チン 5 1 5 4 6 9 4 0 2 3 9 6 3 4 8 I 
チ リ 6 2 9 6 1 2 4 1 6 7 1 7 3'  

J’ 合酎（ウルクアイを含む） 6 3 1 6 l 9 、57 1 5 9 9 5 6 1 

ア フ リ 力 合計 9 1 5 9 4 7 5 8 9 2 

ァ ジア

日 本 7 8 8 9 1 8 1, 0 6 1 1,4 0 6 1, 6 2 8 

合言t （そ〇他を含む） 7 9 9 9 3 2 1,0 7 5 1, 4 1 6 1, 6 4 2 

オセアニァ

ニュージーランド 6 6 5 6 6 7 5 0 4 3 

主要固誌計 9, 9 7 9 10,490 1 0, 6 4 2 1 0, 9 4 0 1 1, 0 7 5 


